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PS-InSAR解析を用いた八丁原地熱開発地域周辺の地表変動の解析
Surface displacement around Hachobaru geothermal field inferred from persistent scat-
terer SAR interferometry
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地熱開発地域では、地下熱流体の流れに伴い、地表変動が発生することが知られている。これまでにも水準測量やGPS
等の測地学的手法により、地熱開発地域の地表変動が推定されており、モニタリング技術としての有効性が示されてき
た。近年では、persistent scatterer SAR interferometry (PS-InSAR)解析により、従来よりも空間的に高密度に地表変動を推
定することが可能になり、地熱開発のモニタリング技術としての有効性が示されつつある。本研究では、日本最大の地
熱開発地域である八丁原地熱開発地域及び九重連山を含む周辺の地域に PS-InSAR解析を適用し、地表変動量の推定と
変動の特徴の考察を行った。解析には、2007年 7月から 2010年 12月間に ALOS/PALSARによって取得された 18シー
ンを用いた。
解析の結果、SARデータ取得期間において、地熱開発地域周辺では、年間約 15mmの衛星から遠ざかる向きの変動が

起こっていることが推定された。また、この継続的な変動に加え、時間的に不規則な隆起や沈下も発生していると分かっ
た。この不規則性の隆起や沈下は九重連山全体で発生していることから、九重連山の地表変動が地熱地域の地表変動に
関係していると推測される。また、この継続的な変動は時間と共に徐々に減衰する傾向を示しており、今後も変動量は
減衰すると推測される。さらに、変動域には明瞭な境界が見られており、変動域は断層によって定まっている可能性が
示された。
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